
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位相同期ループ（１０）と、
　前記位相同期ループの動作モードを定めるデータを保持するための第１のレジスタセッ
ト（ ）と、
　前記位相同期ループを、前記第１のレジスタセットに保持された前記データによって定
められるモードで動作させる、または、新規な動作モードを定めるデータを受信させるよ
うに、前記第１のレジスタセット（ ）を前記位相同期ループに結合する結合手段（２
７、２８、２９、３０）とを具備する装置であって、
　前記位相同期ループ（１０）の動作モードを定めるデータを保持するための第２のレジ
スタセット（ ）と、
　前記結合手段（２７、２８、２９、３０）は、新規な動作モードを定めるデータを受信
するように前記第１および第２のレジスタセットの内の１つを結合する 、一方前記第
１および第２のレジスタセット（２１、２２）の内の他が当該他のレジスタセット中の前
記データによって定められる前記モードで前記位相同期ループを動作させるために前記位
相同期ループ（１０）に接続されるように配置される、および、前記他のレジスタセット
（ ）が更なる新規な動作モードを定めるデータを受信する 、一方、該１つのレジ
スタセット（ ）は、前記位相同期ループに接続されて前記位相同期ループを前記新規
な動作モードで動作させるように再設定可能である、ことを特徴とする装置。
【請求項２】
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　請求項１に記載の装置、ここで、前記位相同期ループ（１０）はＮ分周カウンター（１
７）を具備し、前記第１および第２のレジスタセット（２１、２２）の各々は、前記Ｎ分
周カウンター（１７）のためのＮの値を記憶するためのレジスタ（２１Ｎ、２２Ｎ）を具
備する。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置、ここで、前記位相同期ループ（１０）はＲ分周カウンター（１
８）を具備し、前記第１および第２のレジスタセット（２１、２２）の各々は、前記Ｒ分
周カウンター（１８）のためのＲの値を記憶するためのレジスタ（２１Ｒ、２２Ｒ）を具
備する。
【請求項４】
　前記位相同期ループ（１０）は位相検出器（１４）を具備し、前記第１および第２のレ
ジスタセット（２１、２２）の各々は、前記位相検出器（１４）のゲインを定める値を記
憶するためのレジスタ（２１Ｐ、２２Ｐ）を具備する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の装置、ここで、前記結合手段（２７、２８、２９、３０）は、前記第
１および第２のレジスタセット（２１、２２）の各々を外部コントローラに結合し、そこ
からの前記データを受信するように配置される。
【請求項６】
　請求項４に記載の装置、ここで、前記位相同期ループは、前記位相同期ループ（１０）
の同期を検出するための、および、前記同期を表す信号を出力するための同期検出器（２
４）を具備する。
【請求項７】
　更に、前記結合手段（２７、２８、２９、３０）を制御するコントローラを具備する、
請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の装置、ここで、前記コントローラは、動作モードを定める前記データ
を生成するために、および、前記第１および第２のレジスタセット（２１、２２）のため
の前記データを出力するために配置される。
【請求項９】
　請求項７に記載の装置、ここで、前記コントローラは、前記同期検出器（２４）からの
前記信号に応答する。
【請求項１０】
　請求項８に記載の装置、ここで、前記コントローラは、シリアル形式で前記データを出
力するように配置され、前記第１および第２のレジスタセット（２１、２２）のために前
記コントローラからの前記シリアルデータを並列形式に変換するための直／並列コンバー
タ（２３，２４）を更に具備する。
【請求項１１】
　位相同期ループを動作させる方法であって、
　前記位相同期ループの動作モードを定めるデータを第１のレジスタセット 中に
保持することと、
　前記位相同期ループが、前記第１のレジスタセット中に保持された前記データによって
定められるモードで動作するように、または、新規な動作モード定めるデータを受信する
ように、前記第１のレジスタセットを前記位相同期ループに結合することを具備し、
　前記位相同期ループの動作モードを定めるデータを第２のレジスタセット 中に
保持することと、
　新規な動作モードを定めるデータを受信するために、前記第 1及び第 2のレジスタセット
の内の１つに結合する間に、一方、前記第１および第２のレジスタセットの内の他が、当
該他のレジスタセット中の前記データによって定められる前記モードで前記位相同期ルー
プを動作させるために前記位相同期ループに接続されることと、
　前記他のレジスタセットが更なる新規な動作モードを定めるデータを受信するために結
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合される一方、前記１つのレジスタセットは前記位相同期ループが前記新規な動作モード
で動作するように前記位相同期ループに接続されるように前記結合を再設定（ｒｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒｉｎｇ）すること、を特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法、ここで、前記位相同期ループはＮ分周カウンターを具備し、
前記方法は、そのためのＮの値を前記レジスタセットの各々に記憶することを更に具備す
る。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の方法、ここで、前記位相同期ループはＲ分周カウンターを具備し、
前記方法は、そのためのＲの値を前記レジスタセットの各々に記憶することを更に具備す
る。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の方法、ここで、前記位相同期ループは位相検出器を具備し、前記方
法は、そのゲインを定める値を前記レジスタセットの各々に記憶することを更に具備する
。
【請求項１５】
　請求項１乃至１０のいずれかに記載の装置を具備する、移動電話。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は位相同期ループに関する。特に、本発明は、複数のレジスタによって、位相
同期ループを異なる動作周波数の間で急速に切り替えることができる位相同期ループに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　　移動通信トランシーバ（例えば移動電話）は、通常、トランシーバの送受信両サイド
のための局部発振器として機能する単一の周波数合成器を具備する。この種の周波数合成
器は、指定された周波数に同期するようにプログラムされることができる一つ以上の位相
同期ループ（ＰＬＬ）を典型的に具備する。セルラー・ネットワークのための移動電話に
おいて、位相同期ループは、電話が通信システム中の１つのセルから他のセルに移動する
（ハンドオフとして知られている動作）時、送受信のために異なる周波数で発振するよう
に再プログラムされる。
【０００３】
　　このように、例えば、いわゆるＧＳＭシステムにおいては、移動電話は、通常、他の
周波数で受信した信号のパワーを測定するために、音声信号の切り替え期間に送信（Ｔｘ
）と受信（Ｒｘ）周波数間で切り替えて、電話が１つのセルから他のセルまで移動してい
るかどうか決定する。このように、ハンドオフが実行されたかどうかを決定するために、
電話は送受信の時間スロット間で受信信号強度インジケーター（ＲＳＳＩ）の役割を果た
す。
【０００４】
　　位相同期ループが、新規な周波数にプログラムされるときに、該ループは、新規な周
波数に同期する、すなわち、安定するのに時間を要する。添付の図面の図１は、従来の位
相同期ループの制御信号の典型的タイミングを、模式的に示す。信号は、３つ以上の期間
１，２及び３に渡って示されている。期間１の間、位相同期ループは新規な周波数にプロ
グラムされ、期間２の間、位相同期ループは新しい周波数に同期する処理を行う。
【０００５】
　期間１及び期間２においては、位相同期ループは不安定であるから、周波数基準として
使われることができない。期間３において、位相同期ループは新規な周波数に同期してい
るから、安定しており、周波数基準としての用途に利用できる。位相同期ループは、この
ように期間３の間のみアクティブである。
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【０００６】
　　ＰＬＬのプログラミングは、ソフトウェアの制御の下で通常実施される。典型的に、
ＰＬＬは所望の周波数を特定するために２０～２４ビットのデータを必要とし、現在、こ
れは位相同期ループにロード (ｌｏａｄ )するのに約６０μｓを必要とする。ＧＳＭ移動電
話において、ある周波数に同調するのに要するのに、２５０μｓ未満の時間が必要とされ
る。位相同期ループが６０μｓ遅延することは、したがって、重要なオーバヘッド (ｏｖ
ｅｒｈｅａｄ )である。より速いプログラミングができる位相同期ループが利用可能であ
るが、これらの機器は、最高２０Ｍｂｉｔ／秒のデータレートを達成するために、ホスト
・チップセット上に専用の連続的周辺インターフェースバスを必要とする。　これらの課
題を克服する１つの方法は、２つの位相同期ループを使用することである。任意の与えら
れた時間に、位相同期ループのうちの１つだけがアクティブであることが必要で、他の位
相同期ループは、その周波数が必要である時の準備として所望の周波数に再プログラムさ
れることができる。しかし、２つのＰＬＬのコストに加えて、より大きいプリント回路基
板（ＰＣＢ）が必然的に利用しなければならないので、２つのＰＬＬの使用は高価である
。さらに、各々の位相同期ループは、それ自身のプログラミングインターフェイスを必要
とし、更に、制御はまた、２つのＰＬＬの間での切り替えを必要とし、このように、ＰＣ
Ｂ及び処理オーバーヘッド上にトラック領域 (ｔｒａｃｋ　ａｒｅａ )の量を増やす。
【発明の開示】
【０００７】
　　本発明は、上述した及び関連した課題に向けられている。
【０００８】
　　

【０００９】
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本発明の一態様によれば、下記を具備する装置が提供される：位相同期ループ（１０
）と、前記位相同期ループの動作モードを定めるデータを保持するための第１のレジスタ
セット（２１、２２）と、前記位相同期ループを、前記第１のレジスタセットに保持され
た前記データによって定められるモードで動作させる、または、新規な動作モードを定め
るデータを受信させるように、前記第１のレジスタセット（２１、２２）を前記位相同期
ループに結合する結合手段（２７、２８、２９、３０）とを具備する装置であって、前記
位相同期ループ（１０）の動作モードを定めるデータを保持するための第２のレジスタセ
ット（２１、２２）と、前記結合手段（２７、２８、２９、３０）は、新規な動作モード
を定めるデータを受信するように前記第１および第２のレジスタセット（２１、２２）の
内の１つを結合する一方、前記第１および第２のレジスタセット（２１、２２）の内の他
が、当該他のレジスタセット中の前記データによって定められる前記モードで前記位相同
期ループを動作させるために前記位相同期ループ（１０）に接続されるように配置され、
および、前記他のレジスタセット（２１、２２）が更なる新規な動作モードを定めるデー
タを受信するために結合される一方、該１つのレジスタセット（２１、２２）は、前記位
相同期ループに接続されて前記位相同期ループを前記新規な動作モードで動作させるよう
に該結合を変化させるように再設定可能である（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｅ）、こと
を特徴とする。

別の観点によれば、位相同期ループを動作させる方法であって、下記を具備する方法
が提供される：前記位相同期ループの動作モードを定めるデータを第１のレジスタセット
中に保持することと、前記位相同期ループが、前記第１のレジスタセット中に保持された
前記データによって定められるモードで動作するように、または、新規な動作モード定め
るデータを受信するように、前記第１のレジスタセットを前記位相同期ループに結合する
ことを具備し、前記位相同期ループの動作モードを定めるデータを第２のレジスタセット
中に保持することと、新規な動作モードを定めるデータを受信するために前記第１および
第２のレジスタセットの内の１つに結合する一方、前記第１および第２のレジスタセット
の内の他が、当該他のレジスタセット中の前記データによって定められる前記モードで前
記位相同期ループを動作させるために前記位相同期ループに接続されることと、前記他の
レジスタセットが更なる新規な動作モードを定めるデータを受信するために結合される一



【００１０】
　　
【００１１】
　　本発明の上記及び更なる本発明の特徴は、添付した請求の範囲に特に記載されており
、及び、それらの効果と共に添付図面を参照して与えられる本発明の例示的な実施例に関
する以下の詳細な説明を考察することにより明らかになる。
【００１２】
　　 ２に戻って、位相同期ループ（ＰＬＬ）１０が示されており、それは典型的には集
積回路１２の一部として提供され、位相検出器１４、ループフィルタ１５、電圧制御発振
器 １６、プログラム可能なＮ分周 (ｄｉｖｉｄｅ－ｂｙ－Ｎ )カウンター１７、
及びプログラム可能なＲ分周 (ｄｉｖｉｄｅ－ｂｙ－Ｒ )カウンター１８を備える。基準発
振器１９は、Ｒ分周カウンター１８を駆動する。集積回路１２は、またデータ信号用イン
プット (ｉｎｐｕｔ )、クロック信号用インプット、及び、ラッチイネーブル (ｅｎａｂｌ
ｅ )信号用インプットを具備する。
【００１３】
　　データは、クロック信号を使用して集積回路１２に直列にかつ同期をとって入力され
、レジスタ（図２に図示せず）に記憶される。ラッチイネーブル信号がアクティブのとき
に、データはカウンター１７と１８にレジスタから移動される。Ｎ分周カウンター１７は
、Ｎパルスを計数して１パルスを形成する。それから該処理を繰り返す。Ｎ分周カウンタ
ー１７の出力周波数は、したがって、その出力の周波数のＮ分の１である。同様に、Ｒ分
周インプットからの信号出力周波数は、基準発振器１９によるそれへの信号入力の周波数
のＲ分の１である。
【００１４】
　　適切な技術を備えている者達が理解するように、ＰＬＬ　１０は、ＮとＲの比で乗じ
た基準発振器１９の周波数（ｆｒｅｆ）に等しい周波数（ｆｏｕｔ）で、即ち、ｆｏｕｔ
　 =（Ｎ／Ｒ）ｆｒｅｆで、ＶＣＯ (電圧制御発振器 )１６からの信号を出力する。
【００１５】
　　添付の図３は、更に詳細にＰＬＬ　１０の部分を示している。ＰＬＬ　１０は、２つ
のレジスタ・セツト２１，２２を具備し、それぞれはＰＬＬ　１２のためのそれぞれの設
定を定めるデータを記憶する。各々のレジスタ・セット２１，２２は、ホスト・マイクロ
コントローラ（図示せず）の 直列データ・インタフェース２５からの連続的形式の
受信データに接続された関連する直列／並行コンバータ２３，２４を有する。各々のレジ
スタ・セット２１，２２は、Ｎ分周カウンター１７のためのデータを保持するレジスタ２
１Ｎ、２２Ｎと、Ｒ分周カウンター１８のためのデータを保持するレジスタ２１Ｒ，２２
Ｒと、位相検出器１４のためのデータを保持するレジスタ２１Ｐ、２２Ｐとを備えている
。レジスタ、２２Ｐ、２１Ｐの位相検出器データは、位相検出器１４により印加されるゲ
インを定める。
【００１６】
　　また、ＰＬＬ　１０が所望の周波数に同期した時に、すなわち、それが安定した時に
、ホスト・マイクロコントローラ（図示せず）に指示を供する位相検出器１４に接続され
たロック検出器 (ｌｏｃｋ　ｄｅｔｅｃｔｏｒ )２４が、図３に示される。スイッチ２７，
２８及び２９は、二つのレジスター・セット２１、２２間でＮ分周カウンター１７、Ｒ分
周カウンター１８及び位相検出器１４を切替えるために供される。更なるスイッチ３０は
、２つの直／並列コンバータ２３，２４間でホスト・マイクロコントローラ（図示せず）
からの 直列データインターフェイス２５を切替えるために提供される。スイッチ２
７ -３０の全ては、ホスト・マイクロコントローラ（図示せず）により形成された配置選
択制御信号３２により制御される。
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方、前記１つのレジスタセットは前記位相同期ループが前記新規な動作モードで動作する
ように前記位相同期ループに接続されるように前記結合を再設定（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ｉｎｇ）すること、を特徴とする。

本発明のさらに別の態様に従って、前述の装置を具備する移動電話が提供される。

図

（ＶＣＯ）

ホスト

ホスト



【００１７】
　　スイッチは、第１のレジスタセット２１がＮ分周カウンター１７に接続されるときは
、Ｒ分周カウンター１８と位相検出器１４、第２のレジスタ・セット２２が、ホスト・マ
イクロコントローラから 直列データインターフェイス２５へスイッチ３０を経て接
続され、及び、第２のレジスタ・セット２２がＮ分周カウンター１７、などに接続される
ときは、第１のレジスタ・セット２１は、直列データインターフェイス２５に接続される
、ように配置される。
【００１８】
このような方法で、レジスタ２１，２２の１つのセットは、新規なデータをロードされる
ことができるが、一方、レジスタ２１，２２の他のセットはＮ分周カウンター１７などの
動作を制御する。これは、ＰＬＬが非アクティブである時間を短くすることによって、異
なる周波数間でのかなり効率的な切り替え方法を提供する。
【００１９】
図１の期間１は除かれる。
【００２０】
　　さらに、位相検出器１４を経てレジスタ２１Ｐ　２２Ｐにより提供される利得制御は
、ＰＬＬが新規な周波数にすぐに安定するように、ＰＬＬを制御する。ＰＬＬの周波数が
変わるときに、ＰＬＬは該信号には同期しない。ＰＬＬが新規な周波数に同期するのには
時間がかかる。その時間はループのゲインに依存する。より高いループゲインはＰＬＬが
同期する時間を短くするが、同期の安定性は低い。より低いループゲインは、この時間を
増やすが、同期の安定性は高い。
【００２１】
　　従って、Ｐの適切な値は、安定性の程度とこの時間をバランスさせて選択される。
【００２２】
あるいは、レジスタ２１Ｐと２２Ｐは、二つの値Ｐを備えることができる。１つの値は高
く、この値は、ＰＬＬが周波数に同期しようとするときに選択され、他の値は低く、この
値は一旦同期が得られたときに選択される。
【００２３】
　　これを実行するための変形は、二つの値Ｐの間で切り替えるために、同期検出器２４
からレジスタ２１Ｐ，２２Ｐへ他のコントロールラインを追加することであろう。
【００２４】
　　ＰＬＬをプログラムすることに関連してこれまで遅延を除去することの１つの効果は
、スイッチを切ること、或いは少なくとも準備モード、アクティブでない (ｉｎａｃｔｉ
ｖｅ )ＰＬＬ期間へパワーダウンすること、が可能なことである。ＧＳＭシステムのため
の移動電話のようなアプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）において、ＰＬＬが必
要でない送受信の間に、いくつかの期間がある。これらの期間の間に、ＰＬＬは電池寿命
を節約するためにパワーダウンされることができる。位相検出器１４のゲインを制御する
ことは、ＰＬＬが完全にパワーを供給されることを必要とする期間を更に短くすることが
できる。
【００２５】
　　図４は、ＰＬＬ　１０の信号のタイミングダイアグラムである。
【００２６】
ラッチ・イネーブル信号３１は、データをレジスタのセツト２１，２２にラッチすること
ができる。設定選択信号 (ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｓｅｌｅｃｔ　ｓｉｇｎａｌ )３
２は、２台のレジスタ２１，２２の間で選択する。設定選択信号３２が状態を変化させた
後、ＰＬＬが最初にロックを解除する期間３３及びロック検出信号３４が低い該期間が続
く。一旦、ロックが回復されると、ロック検出信号３４は高信号となり、設定選択信号が
再び状態を変化するまでの期間３５の間、高信号を維持する。
【００２７】
　　期間３５の間、ＰＬＬはアクティブであり、それは所望の周波数に関する基準として
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使うことができる。この期間の間、ＰＬＬはレジスタ１セット（レジスタ・セット２１と
いう）のうちのデータに従って動作する。また、この期間の間に、他のレジスタ・セット
（セット２２という）は、システムクロック３８により決定されるレートでクロックされ
た新規な設定データ３７によりロードされる。
【００２８】
　　ＰＬＬ　１０は、複数の異なる周波数間でのスイッチングが必要であるアプリケーシ
ョンにおける使用に非常に適していることは、前述のことから認められる。そのようなア
プリケーションは、ＧＳＭシステムに関する移動電話である。
【００２９】
　　添付の図５は、ＧＳＭシステムにおけるさまざまなタイムスロットを示している。典
型的に、移動電話は、指定された受信タイムスロットから３スロットから離れている送信
タイムスロットを指定される。これは、送受信間に二つの有効なスロットがあること、及
び送受信間に４つの有効なスロットがあることを意味する。これらのスロットは、ＰＬＬ
をパワーダウンするために、及び／又はＧＳＭ標準に必要な他の動作を実行するために、
利用できる。
【００３０】
　　添付の図６は、送信４２と受信４３間の二つがＧＳＭシステムにおける隣接セルから
の送信をモニタするために用いられる方法を示している。 タイムスロット
４４及び４５において、第１の隣接セルからの送信がモニタされる。同様に、タイムスロ
ット４６ 、第 隣接セルから 信 がモニタされる。
【００３１】
　　タイムスロットＴＸが終わるとすぐに、ＰＬＬはモニタータイムスロットのために再
プログラムされなければならない。モニタータイムスロットが終わるとすぐに、ＰＬＬは
タイムスロットＲｘのために再プログラムされなければならない。
【００３２】
　　隣接セルは、現在又はサービス中のセルに同期することができない、そして、したが
って、隣接セル・データが（第２のタイムスロットで）復号される前に、（第１のタイム
スロットで）フレーム同期化を成し遂げるためにモニター・タイムスロット（４４～４９
）の間に付加時間を必要とする。一度、あるセル上にキャンプする (ｃａｍｐｅｄ )と、移
動電話はＧＳＭの下で最高６つのサービスしていないセル上の放送制御チャネル（ＢＣＣ
Ｈ）データを読み込むことが必要である。これは、３０秒以内でされなければならない。
移動電話は、少なくとも５分毎に最高６つの非サービスセルに関するＢＯＣＨデータを読
み込もうとする。加えて、それは３０秒ごとに最高６つの非サービスセルに関する同期化
チャネル（ＳＣＨ）データを読み込もうとする。
【００３３】
　　添付の図７は、従来のＰＬＬの設定及びプログラミングで占められたＧＳＭタイムス
ロットを示している。該タイムスロットは、図７に示される最上ラインのスロットにおけ
るＰＬＬ状態に関して示されている。受信スロット４３の期間、受信タイムスロット４３
から始まって、ＰＬＬは（受信周波数で）アクティブな設定にある。次の２つのスロット
５１，５２において、ＰＬＬは送信周波数に変更される。送信スロット４２において、Ｐ
ＬＬは（送信周波数で）アクティブな設定にある。モニタリングの終端と受信開始端の間
に１つのタイムスロット、すなわちスロット５３、のみがある。送信の終端とモニタリン
グの開始端の間に１つのタイムスロット、すなわち、スロット５４のみがある。ここで、
プログラムされ、必要周波数に同期したＰＬＬを得る。したがって、送信タイムスロット
４２が終わるとすぐに、ＰＬＬは接近しているモニタ・タイムスロット４４，４５のため
に再プログラムされなければならず、タイムスロット４５が終わるとすぐに、ＰＬＬは接
近している受信タイムスロット４３のために再プログラムされなければならない。明らか
に、それは他の何かをするための自由時間を与えないので、これは望ましくない。
【００３４】
　　添付の図８は、上記したＰＬＬ　１０の一つが他の使用（必要に応じてＰＬＬをパワ
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ーダウンすることを含むこと）のためにタイムスロットをリリースする方法について示し
ている。
【００３５】
タイムスロットが、図８に示される最上ライン６０のスロット中のＰＬＬプログラミング
・ウィンドウとその下のライン６１中のアクティブな設定ウィンドウに言及して示されて
いる。
【００３６】
　　受信タイムスロット４３、及びスロット６３と６４の期間に、受信タイムスロット４
３を参照して開始し、受信タイムスロットに先行し及続いて、ＰＬＬ　１０はＴｘ設定で
プログラムされることができる。ＰＬＬは、また、タイムスロット６３と４３の期間のＲ
ｘ設定において、アクティブである。送信タイムスロット４２とその前のスロット６５の
間で、ＰＬＬ　１０はモニター設定において、プログラムされることができ、またＴｘ設
定において、アクティブである。
【００３７】
　　モニタタイムスロット４４と４５とそれらの前のタイムスロット６６との間で、ＰＬ
ＬはＲｘ設定において、プログラムされることができ、全ての３つのタイムスロット４４
，４５，６６に関してモニター設定において、アクティブである。
【００３８】
　　アクティブな設定及びプログラミングが外されていた、すなわち、お互いに分離され
ていたとき、いずれかの設定がプログラムされることができる期間において、さらに柔軟
性がある。少なくとも二つのタイムスロットがアクティブであることを必要とされる前に
、全ての設定は少なくとも２つのタイムスロットのプログラミング・ウィンドウを有する
。
【００３９】
＊ＰＬＬと電圧制御発振器が所望の周波数にロックするためにかかる時間は、このように
電圧制御発振器ループの設定時間に依存しているだけである、なぜならば、ＰＬＬを再プ
ログラムするためにかかる時間は、異なる設定がアクティブである一方で、再プログラム
することを可能とするような全体の時間をもはや減じないからである。ＰＬＬがパワー -
セーブモードから外れる時、ＰＬＬは電圧制御発振器の同期を取りに行くように、これは
、すでにプログラムされた次の設定でＰＬＬがパワー -セーブモードに入ることを可とす
る。
【００４０】
　　例えば、Ｒｘタイムスロットを設定するために、その前の３つのタイムスロットのい
ずれかにおいて、該設定がプログラムされることが順に求められるところの前のタイムス
ロットにおいて、Ｒｘ周波数に関する設定がアクティブにならなければならない。それゆ
えに、ＰＬＬがセル機能に隣接したモニターに関する設定を使用する一方で、ＰＬＬ中の
空き設定は来るべきＲｘタイムスロットのためにプログラムされることができる。同様に
、Ｒｘ設定がアクティブである間、ＰＬＬの空き設定は来るべきＴｘタイムスロットのた
めにプログラムされることができる、及びＴｘ設定がアクティブである間、ＰＬＬの空き
設定は来るべきモニタ・タイムスロットのために設定されることができる。
【００４１】
　　図９は、新規なＰＬＬデザインを使用する可能パワーセーブシナリオを実施する方法
の１実施例を示す。Ｒｘタイムスロット４３の間に、Ｔｘタイムスロット４２のために次
のＴｘ設定を事前プログラミングすることによって、そしてそれから、Ｔｘ設定への変更
を実行し及びＰＬＬを直ちにパワーセーブモード７０に置くＲｘタイムスロットの終端で
、ＰＬＬがパワー・セーブ・モードから出されるときに、ＰＬＬは直ちにＴｘ設定を使用
し始める。パワー・セーブ・モードから出るときに、これは最速の電圧制御発振器に可能
な同期時間を与える。
【００４２】
　　周波数が規則的に変わることを必要とするＧＳＭのような通信システムに関して、Ｐ
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ＬＬが特に効果を有することは、前述のことから認められる。１つの効果は、他の設定が
活発である間に１つの設定またはモードに関するプログラミングがなされるように、ＰＬ
Ｌをプログラムすることを必要とする可変時間を実質的にまたは完全に除けるということ
である。
【００４３】
結果として、ＰＬＬシンセサイザ・サブシステムの性能は、ＰＬＬ自身の同期捕捉と同期
時間だけに依存するようになる。
【００４４】
　　他の利点はハンドオーバ状況にある。ＧＳＭ送受話器は、ハンドオーバーの必要性を
評価するために周囲のセル -サイトの信号強度を規則的に測定しなければならない。
【００４５】
従来、これは、ＴｘとＲｘタイムスロットの間で代りのＲＦチャネルに同調し、ＲＳＳＩ
を測定し、続いて指定されたチャネルに同調することにより実行される。上記の方法を用
いて、指定されたチャネルでＰＬＬを再プログラムし続ける要求は除かれることができる
。一旦（指定されたチャネルが）プログラムされるならば、１つの設定を、維持できる。
その一方で、他の設定はＲＳＳＩ測定への同調を制御するために用いられることが可能で
ある。更なる効果は、タイムスロットがフリーでありＰＬＬはパワーダウンされ、それに
よって、消費パワーを減らし、移動アプリケーションの例えば、電池寿命を延長できるこ
とである。このように好ましい実施例を参照することで本発明を記述した。当該実施例は
例示的であること、請求項に記載された本発明とその均等物の精神と範囲から離れること
なくその修正変更が適当な知識を備えている者に行われること、がよく理解されるべきで
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】すでに論じられたように、従前の位相同期ループにおけるタイミングを表す系統
図である。
【図２】本発明を実施する位相同期ループの回路図である。
【図３】更に詳細に位相同期ループの部分を示す回路図である。
【図４】位相同期ループの動作のタイミングダイアグラムである。
【図５】ＧＳＭシステム・ダウンリンク（移動ユニットが受信する）及びアップリンク（
移動ユニットが送信する）タイミングダイアグラムである。
【図６】受信、送信及びモニター機能を示すＧＳＭシステムのタイミングダイアグラムで
ある。
【図７】従来のＰＬＬがＧＳＭ環境のためにプログラムされる方法を示すタイミングダイ
アグラムである。
【図８】図３のＰＬＬがＧＳＭ環境でプログラムされることができる１つの方法を示すタ
イミングダイアグラムを示す。
【図９】パワー削減のためのタイミングダイアグラムを示す。
【符号の説明】
　　１０‥位相同期ループ，１２‥集積回路，４２‥送信，４３‥受信，４４タイムスロ
ット，４５‥タイムスロット，５２‥タイムスロット，５３‥タイムスロット，５４‥タ
イムスロット，６０‥最上ライン，６１‥その下のライン，６３‥タイムスロット，６４
‥タイムスロット，７０パワーセーブモード，６５‥タイムスロット，６６‥タイムスロ
ット。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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